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1.本書は、平田市西田地区の簸川地区農村基盤総合整備パ イロット事業による県

営圃場整備事業の実施に伴い、平田市本庄町において平田市が実施 した発堀調査

の報告である。

2.発堀調査は、島根県 文 化財 保護 指 導 委 員西尾良一氏に調査を依頼 し、国学院

大学学生原俊二氏が補助 した。

3.調査にあたっては、松本岩夫氏 (島 根県教育委員会 )、 水谷上地区の方 々、本

庄考古学研究室より献身的な ご協力をいただいた。

測量図は、平 田市中央土地改良区の作成になる図面を使用 した。

本書の編集執筆は、西尾良一氏に担当いただいた。
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位  置 と 環 境

平田市本庄町は、島根半島の十六島地塊西部の南面に広がる丘陵を船川が開い

谷 に位置す る。

この丘陵地域は、生活条件に恵 まれ、平 田市の遺跡の半数以上が分布することか

ら、古代か らの生活の場であったことが知 られる。縄文時代の顕者な遺跡は発見 さ

れていない。 しか し、島根半島において も、鹿島町佐太講武貝塚、大社町菱根遺跡

等 、数多 くの遺跡が知 られ ること、海岸、湖沼に恵 まれ、北山山脈には、現在でも

本州鹿が棲息す ることか ら推 して、近い将来遺跡が発見 され るであろう。

弥生時代 の代表的遺跡 に猪 目洞屈遺跡がある。 ゴホウラ製の貝輪 を装着 した 12

号人骨か らは供献 されたと思われ る、弥生後期の甕形土器片が出上 している。他に

左皿遺跡付近の採集品が知 られるが、その遺跡 は、僅少である。最近、中村遺跡か

ら墨書土器など奈良時代 の須恵器が多量に出上 した。 この扇状地の端にあ る包含層

は、現在の川床面下 3mでぁ った。 これか ら考えれば、平 田市において縄文・弥生

の包合層は、低湿地・扇 状地では、相当深い位置に多くの遺跡が眼 っていると推測

される。

古墳時代、古式上師器を出土す る 3遺 跡を除いて、明瞭な前期古墳 は知 られてい

ない。全長 30mを 越える古墳 も知 られてはいない。 20m前 後の規模の墳丘を有

す る例は、蔵仙古墳・本寿寺古寺 ・小谷下古墳 ・上島古墳・荒木一号墳がある。そ

れ らは、国宮・久多美地区に集中 している。

本遺跡の周辺には、水谷横穴群箱式石棺を有 した小谷下古墳、丘陵の緩斜面、段

丘状台地に広が る山崎遺跡、山陰須恵器編年 (1)の 1期 に入 る深谷窯跡、 Ⅲ期の

姥 ケ谷窯跡横穴式石室を有す る古墳が分布する西谷古墳群、作暮古墳群、久多見上

横穴群など多 くの遺跡がある。
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調査の契機 と経過

西田地区の総合パイロット事1業 の実施に伴い、水谷地区においても、薗場整備の

計画が策定された。この地区では、水谷古墳 (水谷上と号古墳)が周知の遺跡であり、

元太古墳 (水谷上 2号墳)も 昭和 43年の標柱
―
設置の踏査で知られていた。

昭和 58.年 1月 、市の依頼を受けた県教育委員会の分布調査が実施された。その

結果、丘陵部の字堂の前で散
―
布地、字七塚において古墳群の存在|が確認された。

そんな中で地元より、圃場整備を早期に実現し.た いという要望がなさ4、 財政面

及び調査体制等てついて検討がなされた結果、次のとおり実施することとなった。

内容は、該当医を上下三分割して、古墳の密集する七塚の下区を今年度の調査対

象から除 くこととし、上区の丘陵の散布地の遺跡の有無及び範囲確認と1号墳の範

囲確認とを水稲の収穫後行うこととした。

今季は記録的な雪積1日 が続いた。調査は、降雪とともに開始することになった。

調  査 誌  抄

昭和 58年

12月 と7 市教委、平田市中央土,地改良区、地尻、調査担当者の四者立会に

より、 トレンチ場所を設定。

写真撮影。1,2ト レンチを入れ地山まで堀 り下げる。遺構遺物

なし。

e・ 4・ 5・ 6・ 7・ 8・ 0ト レンチを入れた。 3・ 4・ 5ト

レンチか ら、須恵器の小片出土、同 トレンチ完堀。

1号墳|イこNト レンチを入れ、切削面を追う。須意器片出土。墳

丘裾を示すような石列発見。

12月 24日

12月 25日
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1月 25日

2月 11日

2月 12日

県文化課松本氏調査指導。 1～ 9ト レンチ完堀。

1～ 9ト レンチ実測。

1号墳付近の地形図の実測開始。 Nト レンチ拡張。切削面を確

認。W・ Eト レンチを入れ墳端の石列を確認。

地形図実測完了。WoEト レンチ実測。Wト レンチ石室側で閉塞

石確認。
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図版 1 水谷上平面図 (分布図)
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記号・番号の説明

YA… …薬師堂

1 ……水谷上 1号古墳

2 ……水谷上 2号古墳

3～ 7… 遺跡分布地

-5～ 6-



図版 2
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調 査 の 概 要

丘 陵 部 の 調 査

昭和 58年 1月 に実施 された分布調査の際、丘陵西側の崖下において須恵器が

採集 された こと、また南面する丘陵は谷中で小台地を呈 し、居住条件 として、最

適の地であることか ら、住居跡を第一に想定 した。

また、昭和 43年の踏査の際、付近に寺があ ったとの日碑を得ていたこと、当

時、西田小学校 に保管 されていた古瓦 の出土地を当水谷 と推定できたことなどか

ら、寺院跡の想定もして発堀区を設定 した。

1・ 2ト レンチ  丘陵先端のやや広い水田を選定 した。

遺構遺物な し。

3 ト レ ン チ  須恵器採集地点直上の水田を選定 した。遺構な し。

出土晶

須恵器片 2点  染付片 1点  土師器 1点

4 ト レ ン チ  丘陵中腹で一番広い平垣 として選定 した。遺構な し。

出土品

須恵器片 2点

5 ト レ ン チ  4ト レンチと同理由で 90° 振 って設定 した。遺構な し。

出土品

須恵器片 1点

6 ト レ ン チ  丘陵高位で広い水田を選定 した。

遺構、遺物な し。

7 ト レ ン チ  現在休耕田であるが、今回の事業によ り、水 田化の計画があ

ること、旧塩津街道の直上に立地 してい ること、 現在薬師堂

と呼称 されている五輪搭群に近いことか ら選定 した。

遺構な し。 出土品  白磁片 1点
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8ト レ ーン チ

9ト レ ン チ

7ト レツチと同理―由で設定した。遺構なし。

出土品

須恵
―
器片 2点

1れ 6ト レンチの設定1場所を主丘―陵をした場合、支丘陵に相

当すると思われる場所の中から、一番広い永田を選び設定し

た.。 遺構なし。

出上品

極級細の機器―片
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調査区南壁土層断面図

平田市  水谷遺跡
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第 3調査区西壁土層断面図
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第 4調査区西壁土層断面図

図版 8

第 5調査区南壁土層断面図

図版 9

第 6調査区南壁土層断面図
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図版 10

第 7調査区北壁土層断面図 平田市  水谷遺跡

19840125

W
E

図版 11

W

図版 12

第 8調査区北壁土層断面図

第 9調査区東壁土層断面図
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2 水谷上 1号古墳 の調査

島根県遺跡 目録 (昭 和 50年版)の通 した 1227市 町村た 15に記載 されて

いる水谷古墳 (円 墳)を水谷上 1号古墳 と呼跡 したい。

調査は、範囲確認が主 目的であるので自然丘陵の切削面を探す ことで古墳北側

背面にNト レンチを設定 した。 Nト レンチか ら墳端を示す と考え られ る石列が出

土 したことか ら古墳東西の両サイ ドに墳端確認 のため E・ Wの 2本の トレンチを

加えた。

*Nト レンチ  北側では耕作上の下に地山が露れ、切削面を検出した。切削面

は、古墳の奥壁か ら測 って、上端で 7.3m、 下端で 5。 4m、 上端 と下端の比

高は 0.66mであった。

奥壁か ら、 3.4m～ 2.8mの 間に石列状の遺構 らしい ものが検出された。

この石材 は、石室の構築に用いる硬質のものでな く、平田市の丘陵地に見 ら

れ る軟質性のものである。この石列は他の トレンチか らの検出例から推 して

墳丘の裾 (変換点)あ た りに使用された石材群 と推定で きる。 しか し、 これ

ら石材群か ら奥壁にかけての上層の耕作上の下は、青灰粘土質のみで盛上の

確認はできなか った。

遺物は畦の保護杭列の青灰色土層か ら須恵器 9片 出上 した。

*Eト レンチ  東側の墳端をおさえるため、又、 Nト レンチで検出 した石列の

性格を確認す るために設定 した。

玄室の中心か ら、 4m～ 5m離れた所か ら、石群が検出できた。

出土品は須恵器 2片 と土師器の小 1片 であ った。

*Wト レンチ  道路の敷設で石室の破壊があ ったと考え られることか ら、石室

に一部入 った地点か ら西墳端をもとめて設定 した。

羨 道の西壁を検出す ることはできなか ったが、南壁角 の閉塞施設の石群を

認めた。石の多い土層であったが、墳端 については、明確なものは トレンチ

西角に発見 した石材がそれを示す ものとも思われ る。
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出土品は須恵器 1片 であった。

*出  土 品   須恵器

1) 蓋    蓋邪、蓋 。身各 1点

蓋  天丼部の破片であ る。天丼部はヘラ削 り (2回以上)で 、

方向は右回 りである。天丼部は平 らを呈 していたと考え ら

2 )   蟄零

れる。

受部の下面か ら底部の破片でたちあが りを欠いてい る。底

部か ら推 して浅い タイプであ り、受部は水平かやや上向き

であ り、ヘ ラ削 り (1回以上)で方向は右回 りである。

内面はナデののち仕上げの一向ナデを施 している。

器形の詳 しい ことの分 る破片は 1片 もない。内外面、胎土

に特徴がある。 外 面 に黒 裾色を呈す破片が 3片 ある。内

面のあて道具の跡が非常に深 く軟 い時期に調整 したことと

考え られ る。

胎土は均質ではあるが、破片の割 れ 口がザ ラザラ してい

て もろいという特徴がある。

詳 しい器種 は不明であるが、壷類 の底部 が一片出上している。3) そ の他
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図版 13

水谷上 1号墳 Nト レンチ東壁土層断面図
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図版 16
遺物実測図・丘陵部
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遺物実測図・水谷上 1号古墳 Nト レンチ図版 17
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図版 13 遺物実測図・本谷上 1号古墳Eト レンチ
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めとま

丘陵の散布地 については、朝確な包合層遺構を検 出す ることができなか った。以

前、高畦耕作の時、須恵器を採集 して小学校へ持参 したとの証言を発掘作業中に得

たことか ら、 トレンチも三本増加 したが、遺物の数は、 8片 と非常に少量であった。

丘陵に遺物を残 した遺跡の性格を発掘調査によって知 ることはできなか った。遺

物の出上が須恵器中心で少量であったことか ら判断 して この丘陵上の遺構破壊か ら、

棚田化 (灌戯施設の敦設)に 至 る時期は、奈良時代か らそう遠 くない時期であ った

と推定 したい。

恐 らく、遺物を示す時代 までは、高燥の地勢か ら台地上は居住区であったと考え

たい。 しか し、遺構破壊の時期には、谷水田の狭除 さを克服す るために、この好条

件の居住区を耕作地に変えて、耕地面積の拡大を図 り、悪条件の傾斜地へ住居を移

して行 ったと考え られる。それは農民の生産性への努力 と執念を うかがい知 ること

ができる。

寺院跡について、雲陽誌に「水谷の観音平 という山にあり、古山ぬけて本尊埋れ

た り……・」と記載 された観音堂は現在調査区より離れた奥、加納宅地内にある。

同書は、延宝元年 (1673年 )に堀 り出し、堂を建立 したと記 している。 しか し、

現在、観音平 と呼ばれ る地名は、地元の皆 さんも記憶 されていない。(2)

調査区に接す る地 にあ る五輪塔群 は、薬師堂 と呼ばれてはいるが、その来歴を伝

えていない。字名に「堂の前」 と名付 け られているが、今回の調査では調査面が少

な く、その関係を明 らかにすることはできなか った。

O水谷上 1号古墳

墳形 については、遺跡 目録 に記 されている円墳を立証す るにはいた らなか った。

墳丘規模については、墳丘端部に石を置 くことか ら、玄室の中心を古墳 の中心

点と仮定すれば南北で 12m、 東西の長 さ 10mを 測 ることができる。

古墳の築造 にあたって、背面の丘陵端部の古江層の地山を切削 して溝を形成 し

-30-



ている。その溝 は、恐 らく、傾斜地であ ることか ら、U字形を呈 して古墳 をめ ぐ

って いると考え られる。

埋葬主体は、露出 している石材の構成か ら、横穴式石室 と認め られ る。現在、

水田中か ら見える部分 は、玄門部か ら奥壁 までである。昭和 43年の筆者踏査時

には、古墳 は水 田に島のよ うにあ ったが、現在 は道路が敷設 され、 トレンチの結

果か らも、羨道部は破壊 された可能性が高い。玄室の内法 は、およそ幅 1.2m、

長さ 3.Om程 度 と推定で きる。

周溝か ら出上 した蓋郭 が古墳の時期を示す とするな らば、 それが扁平で浅 いタ

イプであ ること、又ヘ ラ削による調整がなされていることにより、山陰須恵器編

年(3)の Ⅷ期末ない し、 Ⅳ期にわた るものであると判断できることから、概ね 6世紀

末から7世紀初頭と推定したい。

1号墳 は立地 と石材の比較か ら、水谷上古墳群の盟主墳 と考え られ る。 2号墳

は現状では大き く破壊 されてはいるが、残 っている切石 と立地か ら 1号墳 に続 く

盟主墳 と推定 され る。 この 2基 の古墳 は水谷を墓域 とす る集団 (水神社の祭祀 権

を もつ集団)の長 クラスの墳墓 として築 かれ、下流の字七塚 に群が る古墳 とは異

る系列墓 と推定で きる。

船川 (風上記 に言 う宇加川)流域は、平 田地方における遺跡の密集地帯である

ことは前述 した。代表的なものに上島古墳、西西 郷廃寺、山根垣古墳 、上流では、

西谷古窯跡群な どが ある。条里制の遺称の地名は西田地区において、他に比 して

多 く残 している。 (4)

これ らのことか ら、出雲風土記抄(5)の 著者が、楯縫郡の余戸里を万 田、本庄を

比定す る説には、遺跡の分布か らは、考えがたい。楯縫郡の郷制は、 自然村落を

基に設定 されたと考えている。それは、記載の郷 も河川 もそれぞれ 4つ であ り、

佐香郷―佐香川、楯縫郷―多久川、玖渾郷―都宇川、沼田郷一宇加川 と組 合せで

き、 これ は、それぞれの河川の形成する谷水田を基幹 とする自然村落郷里制を当

てたと推察できる。
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つ ぎに、宇賀川流域 とその近接する地域の内部構造の知 られる古墳を分類 して

みた。

出雲地方を中心に小規模古墳を村落古墳 (6)と してまとめられた山本清氏は、その

推移を箱式棺など中期的様相をもって発生 し、後期的様相において増加す ると言

い得 ると指摘されている。表に掲げた平田市西部の古墳 は出土品の明 らかなもの

が少な く、詳細に検討 できない。 しか し、その推移は、他地域 と等 しく、村落古

墳のあ り方を立証する。

分布調査が充分でな く、明確な数がつかめないが、西谷古墳群(7)は 、構成数か

らは、大 きく上回ると推定され る。宇加川流域での式内社は水谷に鎮座す る水社

のみであることか ら判断 して水谷上 1・ 2号墳の被葬者た ちは、祭祀権を握 って

いたと考え られ、 この流域の小社会において優位を占めていた と考え られ る。

終 りに古墳の全面保存が決定 していることに調査関係者は喜びを禁 じえない。

かけがえのない文化遺産を守ることがで きることを地元の皆 さんとともに誇 りに

したい。水谷地区は、 この谷に古 くか ら鎮座す る水神社を松原谷の熊野神社への

合併 合祀 を三度にわた って廃案にされ、氏神の格式を守 り続け られている。これ

ら水谷の皆 さんの熱い郷土愛 に畏敬の念を感 じるとともに大きな拍手を贈 りたい。

箱 式 石 棺 横 穴 式 石 室 横 穴

悔  浜  部
河 下 築 山

森 石
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西谷・水谷上 1～ 7
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注

１

　

　

　

２

山本1清「山陰の須恵器」 (島根大学開学十周年記念論文集 昭和 30年所収)

黒 長尚「雲陽誌」享保 2年 (1717)

同書に記載された「楯縫郡本庄村観音堂」は、現在、加1納清氏の墓地に「宝永五年連

入坊」と刻まれた塔婆が建つことから、廷宝元年 (1673)の建立が宝永五年

(1708)に没した蓮入坊の手によることが知られる。「大日本地誌大系42」

昭和 46年による。

3.注 1.に 同じ

4・  山本1清「平由市域の歴史」 (「平田市誌」昭和 44年所1呻

5, 岩崎時照「出雲風土評抄」天和3年 (1683)

6.山本清「 山陰地1方村落古墳の様相J(島根大学論集.9号 昭和 34年所収 )

71 通伝寺付近と山腹にわけられるが、山腹に分布する群 は、平田特有の高地位に

占地することから、調査を難しいものにしている。筆者は、平国の山の高位に

分布する古墳を「山岳古墳」と称 し、後日論及 したい。
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